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【  特　集  】

工作機械の最新診断・状態監視技術と展望
「見える化」という言葉が企業経営をはじめとして多くの分野で使用されている今日，工作機械の状況の「見える化」
技術も進んでいる．一例を挙げれば，工作機械の振動発生状況などを含めた動作状況を遠隔診断・監視する方式や，
さらにはネットワーク経由によって複数台の工作機械システムを管理・運用する方式があり，これらの適用範囲はます
ます広がっているように思われる．一方で，工作機械を「見る」項目は非常に多岐にわたり，状況を的確に「評価する」
ための情報管理・ユーザインタフェースなど，今後もさらなる技術革新が図られることと推測される．そこで本特集に
おいては，これら最新技術の現状と将来展望を取り上げ，工作機械の最新診断・状態監視技術と展望について総説
していただくとともに，実用に供されている，あるいは供されようとしている技術について事例を挙げてご紹介いただ
いた．本特集が今後の工作機械開発に資する状況を提供するものとして，読者各位の参考になれば幸いである．
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